
令
和
３
年
度

県
定
期
総
会
が
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
者

数
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

変
異
ウ
ィ
ル
ス
の
拡
大
で
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
い
で
し
ょ

う
か
。
県
央
地
区
で
は
厚
木
市
が
ま

ん
延
防
止
等
措
置
の
延
長
が
７
月
１

１
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
参
加
者
を

限
定
し
て
神
奈
川
県
隊
友
会
定
期
総

会
が
６
月
１
３
日
（
日
）
に
横
浜
市

内
の
労
働
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
、

県
央
支
部
か
ら
は
代
議
員
の
委
任
状

を
持
参
し
て
支
部
長
が
参
加
し
ま
し

た
。
以
下
、
定
期
総
会
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
状
況

に
鑑
み
、
神
奈
川
県
隊
友
会
規
則
第

２
５
条
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昨

年
度
に
続
い
て
代
議
員
会
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
各
支
部
か
ら
は
１
～
２

名
の
代
議
員
が
参
加
し
、
参
加
者
２

２
名
で
実
施
さ
れ
、
県
央
支
部
か
ら

は
、
代
議
員
を
代
表
し
て
支
部
長
が

参
加
し
た
。

代
議
員
会
の
前
に
、
延
期
さ
れ
て

い
た
１
／
四
半
期
県
理
事
役
会
が
実

施
さ
れ
、
代
議
員
会
に
提
議
さ
れ
る

議
案
に
つ
い
て
審
議
・
採
決
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
理
事
役
会
が
実
質
的
な

審
議
の
場
で
あ
り
、
真
剣
な
討
議
が

実
施
さ
れ
た
後
、
提
議
さ
れ
た
議
案

の
採
決
が
行
わ
れ
た
。

代
議
員
会
に
先
立
ち
、
神
奈
川
県

隊
友
会
会
員
の
令
和
２
年
度
末
現
在

の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

令
和
元
年
度
に
比
し
て
年
会
員
で
２

名
減
、
終
身
会
員
で
８
２
名
の
減
、

特
別
会
員
で
１
８
名
減
で
あ
っ
た
。

合
計
で
１
０
２
名
減
の
３
，
８
２
６

名
で
あ
り
、
３
，
９
０
０
名
を
切
っ

た
こ
と
に
な
る
。
自
衛
官
の
定
年
延

長
の
影
響
で
、
暫
く
は
減
少
傾
向
が

続
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
県
央
支
部

は
１
４
名
減
の
４
２
６
名
で
あ
る
。

代
議
員
会
に
は
第
１
号
議
案
～
第

３
号
議
案
が
提
議
さ
れ
、
参
考
と
し

て
「
令
和
３
年
度
相
談
役
・
顧
問
」

及
び
「
令
和
３
年
度
地
域
代
表
世
話

人
」
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

第
１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
事
業

報
告
（
案
）
」
及
び
「
令
和
２
年
度

決
算
報
告
（
案
）
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

事
業
の
中
止
又
は
縮
小
が
余
儀
な
く

さ
れ
、
そ
の
た
め
決
算
で
も
期
末
残

高
が
約
４
５
万
円
の
減
額
に
な
っ
た
。

続
い
て
「
令
和
２
年
度
会
計
・
業
務

監
査
報
告
」
が
監
事
役
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

第
２
号
議
案
「
令
和
３
年
度
事
業

計
画
（
案
）
」
及
び
「
令
和
３
年
度

予
算
（
案
）
」
は
、
会
務
運
営
上
の

方
針
と
し
て
は
従
前
と
変
わ
り
が
な

い
も
の
の
、
「
活
動
に
当
た
っ
て
は
、

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
状
況
を
考
慮
し
て
、
社
会
的

距
離
の
確
保
な
ど
３
密
（
密
閉
・
密

集
・
密
接
）
を
避
け
会
員
・
自
衛
隊

員
等
の
感
染
防
止
に
努
め
る
。
」
と

さ
れ
た
。
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
会

員
の
減
少
や
行
事
の
縮
小
等
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
規
模
が
縮
小
さ
れ

た
。第

３
号
議
案
「
令
和
３
年
度
理
事

役
・
監
事
役
（
案
）
」
及
び
「
令
和

３
年
度
代
議
員
（
案
）
」
に
つ
い
て

は
、
県
央
支
部
関
係
で
は
変
更
は
な

か
っ
た
。

続
い
て
、
参
考
事
項
と
し
て
「
令

和
３
年
度
相
談
役
・
顧
問
」
及
び

「
令
和
３
年
度
地
域
代
表
世
話
人
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
県
央
支

部
関
係
で
は
昨
年
度
と
変
更
は
な
か
っ

た
。以

上
が
概
要
で
あ
り
、
細
部
は
神

奈
川
県
隊
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た

い
。
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

taiyukanagawa.la.coocan.jp/

）

（
支
部
長
記
）

海
将
補

金
山

哲
治

公
益
社
団
法
人
隊
友
会
の
皆
様
に

は
、
平
素
か
ら
海
上
自
衛
隊
厚
木
航

空
基
地
、
と
り
わ
け
第
４
航
空
群
に

格
別
の
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
令
和
３
年
３
月
２
６
日
付
、

第
４
航
空
群
司
令
を
拝
命
し
、
海
上

幕
僚
監
部
厚
生
課
長
の
職
か
ら
着
任

し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
流
行
し
、
今

も
な
お
感
染
が
収
ま
ら
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、

私
自
身
、
市
ヶ
谷
で
勤
務
し
て
い
た

た
め
感
染
状
況
を
常
に
注
視
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
こ
厚
木
航
空
基
地

に
お
い
て
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、

今
後
も
気
を
抜
か
ず
感
染
予
防
対
策

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
実

施
し
て
い
く
に
当
た
り
、
皆
様
方
に

ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
が
置
か
れ
て
い
る

県央ニュース（１０９号） 令和３年７月１日発行

- 1 -

県央ニュース
隊友会の目的

・国民と自衛隊とのかけ橋
・防衛意識の普及・高揚
・慰霊顕彰事業・地域社会
の健全な発展に貢献
・退職者等の福祉の増進

発行責任者

公益社団法人 隊友会
神奈川県隊友会県央支部
支部長 藤本 正則
090-4521-9673

fuji0362@jcom.zaq.ne.jp



情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
平
時
で
も
有
事

で
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
事

態
が
増
加
・
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事
態
は
、
明
確

な
兆
候
の
な
い
ま
ま
、
よ
り
重
大
な
事
態
へ

と
急
速
に
発
展
し
て
い
く
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
我
々
第
４
航
空

群
は
、
Ｐ-

１
型
航
空
機
を
使
用
し
、
監
視
・

急
患
輸
送
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
、
国
民
の

負
託
に
応
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
神
奈
川
県
隊
友
会
県
央
支
部
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

期

別
・
・
・
９
４
幹
候(

防
大
３
８
期)

出
身
地
・
・
・
大
阪
府

職

種
・
・
・
固
定
翼
操
縦
士

趣

味
・
・
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

着
任
日
・
・
・
令
和
３
年
３
月
２
６
日

第
３
８
代

前
配
置
・
・
・
海
幕
厚
生
課
長

１
等
海
佐

松
浦

幸
一

令
和
３
年
４
月
２
６
日
付
、
航
空
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
隊
司
令
を
拝
命
し
、
第
５
航
空
群

司
令
部
首
席
幕
僚
か
ら
着
任
し
ま
し
た
松
浦

１
佐
で
す
。
厚
木
航
空
基
地
に
お
け
る
勤
務

は
、
第
３
航
空
隊
、
第
５
１
航
空
隊
、
航
空

集
団
司
令
部
に
お
け
る
勤
務
経
験
が
あ
り
、

今
回
で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊
は
、
開
発
隊
群

隷
下
に
属
し
ま
す
が
、
前
身
の
厚
木
プ
ロ
グ

ラ
ム
業
務
分
遣
隊
以
来
４
０
年
に
わ
た
り
厚

木
航
空
基
地
に
お
い
て
、
海
上
航
空
部
隊
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
中
核
と
し
て
Ｐ-

１
、

Ｓ
Ｈ-

６
０
Ｋ
を
は
じ
め
と
す
る
航
空
機
戦
闘

指
揮
シ
ス
テ
ム
及
び
航
空
機
を
地
上
か
ら
支

援
す
る
海
上
航
空
作
戦
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム

の
開
発
、
改
善
、
維
持
管
理
業
務
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
処
理
・
通
信
に
係

る
先
進
技
術
の
調
査
研
究
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
海
上
航
空
部
隊
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
の
「
先
駆
け
」
と
し
て
部
隊
の
先
頭

に
立
ち
、
日
々
の
職
務
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
神
奈
川
県
隊
友
会

県
央
支
部

の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

期

別
・
・
９
１
幹
候
（
防
大
３
５
期
）

出
身
地
・
・
宮
崎
県

職

種
・
・
戦
術
航
空
士

趣

味
・
・
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、

ゴ
ル
フ

着
任
日
・
・
令
和
３
年
４
月
２
６
日

前
配
置
・
・
第
５
航
空
群
司
令
部

首
席
幕
僚
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１
１
月
１
９
日
（
月
）

移
動
：
自
宅
〜

羽
田
空
港
〜
松
山
空
港
〜
実
家

秋
が
深
ま
る
に
連
れ
、
昨
年
夏
か
ら
始
め

た
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
の
歩
き
遍
路
の
最

終
章
が
近
づ
い
て
き
た
。
し
っ
か
り
準
備
を

し
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
も
、
各
種
行
事

や
雑
事
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
て
い
た
。

そ
れ
で
も
事
前
に
自
宅
か
ら
近
く
の
寒
川
神

社
ま
で
往
復
約
１
１
キ
ロ
の
田
舎
道
を
二
回

歩
き
、
足
慣
ら
し
を
し
て
出
発
の
日
を
迎
え

た
。
前
の
日
か
ら
「
じ
ぃ
じ
」
を
見
送
る
と

い
っ
て
我
が
家
に
泊
ま
っ
た
孫
娘
と
家
内
の

見
送
り
を
受
け
、
海
老
名
駅
か
ら
高
速
バ
ス

に
て
羽
田
空
港
へ
、
１
２
時
発
のANA

便
に
て

松
山
空
港
に
向
か
っ
た
。

午
後1

時
半
過
ぎ
に
松
山
空
港
着
、
弟
が
迎

え
て
く
れ
た
。
弟
の
車
で
市
内
の
実
家
の
墓

所
に
立
ち
寄
り
、
墓
参
り
を
し
た
後
、
郊
外

の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
中
の
母
を
見
舞
っ

た
。
先
月
末
、
西
条
市
で
の
海
軍
特
攻
敷
島

隊
五
軍
神
慰
霊
祭
の
際
に
帰
省
し
た
時
よ
り

も
少
し
ふ
っ
く
ら
し
て
顔
色
も
良
く
、
ホ
ー

ム
で
の
生
活
に
も
す
っ
か
り
馴
染
ん
だ
様
子

を
見
て
安
心
し
た
。

夜
は
、
弟
と
２
人
で
近
所
の
料
理
屋
で
夕

食
を
と
っ
た
後
、
明
日
か
ら
の
歩
き
遍
路
の

再
開
に
備
え
て
早
め
に
就
寝
し
た
。

１
１
月
２
０
日
（
火
）
歩
き
遍
路
１
日
目

（
累
計
３
７
日
目
）

歩
行
距
離
：
１
９
．
６
キ
ロ

朝
、
６
時
半
に
弟
の
車
でJ

R

松
山
駅
ま
で

送
っ
て
も
ら
い
、
７
時
前
に
駅
に
着
い
た
。

売
店
で
朝
刊
と
コ
ー
ヒ
ー
を
購
入
し
て
休
憩

し
た
後
、
７
時
２
０
分
発
の
特
急
「
い
し
づ

ち
８
号
」
に
乗
り
、
今
年
の
夏
に
打
ち
止
め

た
伊
予
三
島
駅
に
向
か
っ
た
。
８
時
４
０
分

過
ぎ
に
到
着
、
駅
前
か
ら
６
．
５
キ
ロ
先
の

６
５
番
札
所
三
角
寺
を
目
指
し
て
歩
き
を
開

始
し
た
。

小
春
日
和
の
中
、
気
持
ち
良
く
歩
き
、
四

国
中
央
市
内
を
抜
け
て
遍
路
路
に
入
っ
た
。

こ
の
遍
路
道
に
は
多
く
の
曲
が
り
角
に
次
の

方
向
を
示
す
昔
な
が
ら
の
道
標
が
保
存
さ
れ

て
お
り
、
歩
き
遍
路
に
は
優
し
い
道
で
あ
っ

た
。
途
中
か
ら
少
々
き
つ
い
上
り
が
待
ち
構

え
て
い
た
が
、
初
日
の
元
気
も
相
ま
っ
て
順

調
に
登
り
、
四
国
中
央
市
内
を
見
渡
せ
る
峠

の
休
憩
所
で
休
憩
し
た
。

そ
の
後
、
上
り
の
遍
路
道
を
歩
き
、
駅
か

ら
約
１
時
間
４
０
分
を
か
け
て
三
角
寺
山
門

に
到
着
し
た
。
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
綺
麗

な
境
内
に
入
り
、
参
拝
し
た
。

６
５
番
札
所

三
角
寺
の
山
門

三
角
寺
本
堂

三
角
寺
を
打
っ
た
後
、
次
の
６
６
番
札
所

雲
辺
寺
へ
の
遍
路
道
を
進
ん
だ
。
途
中
、
番

外
霊
場
常
福
寺
（
椿
堂
）
に
立
ち
寄
っ
た
。

参
拝
後
、
納
経
所
で
ご
住
職
か
ら
歩
き
の
方

へ
の
お
接
待
で
す
と
納
経
料
３
０
０
円
が
返

さ
れ
、
お
菓
子
ま
で
頂
い
た
。
椿
堂
を
後
に

し
て
、
し
ば
ら
く
国
道
１
９
２
号
に
沿
っ
て

約
１
時
間
ダ
ラ
ダ
ラ
し
た
上
り
道
が
続
い
た

が
、
途
中
か
ら
再
び
遍
路
路
に
入
り
標
高
３

８
０
メ
ー
ト
ル
の
境
目
峠
を
越
え
た
。
途
中

で
愛
媛
と
徳
島
の
県
境
を
越
え
て
徳
島
県
三

好
市
池
田
町
に
入
っ
た
。
６
６
番
札
所
か
ら

８
８
番
札
所
ま
で
を
香
川
２
３
霊
場
と
呼
ん

で
い
る
が
、
実
際
に
は
６
６
番
雲
辺
寺
は
徳

島
県
に
所
在
し
て
お
り
、
暫
く
の
間
は
徳
島

路
を
歩
く
こ
と
に
な
る
。
県
境
を
越
え
て
ダ

ラ
ダ
ラ
し
た
下
り
の
林
道
を
歩
き
、
暗
く
な

る
前
の
３
時
半
頃
に
今
夜
の
宿
で
あ
る
民
宿

「
岡
田
」
に
到
着
し
た
。

早
速
風
呂
に
入
っ
て
疲
れ
を
癒
し
た
。
そ

の
間
、
親
切
な
宿
の
ご
主
人
が
洗
濯
機
を
回

し
て
く
れ
た
。
こ
の
宿
は
山
あ
い
の
せ
せ
ら

ぎ
の
近
く
に
あ
り
、
雲
辺
寺
の
登
り
口
と
い

う
好
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
歩
き
遍
路
の
間

で
こ
の
宿
を
知
ら
な
い
も
の
は
、
も
ぐ
り
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
有
名
な
宿
で
も
あ
る
。
歩

き
遍
路
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず

今
夜
も
６
名
の
宿
泊
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

夕
食
後
、
９
０
歳
に
な
る
宿
の
ご
主
人
が
手

製
の
地
図
を
配
り
、
写
真
を
使
用
し
て
明
日

の
雲
辺
寺
、
更
に
は
次
の
大
興
寺
ま
で
の
遍

路
路
の
詳
し
い
案
内
を
し
て
く
れ
た
の
は
有

り
難
か
っ
た
。 

明
日
は
四
国
霊
場
中
、
最

高
峰
９
１
０
メ
ー
ト
ル
の
雲
辺
寺
を
打
つ
が
、

こ
の
宿
の
標
高
も
２
４
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
こ

と
か
ら
実
際
に
は
７
０
０
メ
ー
ト
ル
弱
を
登

る
こ
と
に
な
る
。

番
外
霊
場

常
福
寺
（
椿
堂
）

民
宿
岡
田
の
ご
主
人
と
記
念
撮
影

（
以
下
次
号
）
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四
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場

遍

路

旅

日

記

旅
人

松
岡
貞
義
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編
集
後
記

△

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

隊
友
会
活
動
も
中
止
及
び

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

た
め
、
県
央
ニ
ュ
ー
ス
の

掲
載
す
る
記
事
も
少
な
く
、

今
回
は
４
頁
に
な
り
ま
し

た
。

△

沖
縄
県
を
除
き
、
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
解
除
さ

れ
、
神
奈
川
県
は
「
ま
ん

延
防
止
等
措
置
」
が
７
月

１
１
日
ま
で
延
長
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
各
種
活

動
に
も
制
限
は
あ
る
が
、

一
歩
前
進
で
あ
る
。

△

マ
ス
コ
ミ
に
登
場
す
る

知
見
も
経
験
も
な
い
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
が
好
き
勝
手

な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

視
聴
す
る
際
は
、
十
分
に

考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

△

編
集
子
も
第
１
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
よ
う
や

く
終
わ
り
、
２
回
目
は
７

月
の
予
定
で
あ
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
副
作
用
は
な
い

が
、
多
く
の
方
々
の
接
種

が
加
速
す
る
こ
と
を
望
み

た
い
。

編
集
子


